
【感染症発生動向調査事業から】

 令和５年３月１日～７日は「子ども予防接種週間」です。予防接種法に基づ
くお子さんの定期予防接種は、赤ちゃんがお母さんから受け継いだ免疫が薄れ
てくる時期、病気にかかりやすい年齢や重症化しやすい年齢等に応じて、接種
する時期や期間、回数等が定められています。 
特に小さいお子さんの予防接種は、遅れると重症化や合併症のリスクにつな

がります。お子さんの健やかな成長のために、母子健康手帳で予防接種歴を確
認し、接種が済んでいない場合は、 
期間内に確実に接種をしましょう。 

今、何の病気が流行しているか！

第８週報告数第１位 「子ども予防接種週間」３月１日（水）～３月７日（火）

令和５年２月２０日（月）～令和５年２月２６日（日）〔令和５年第８週〕の感染症発生状況 

第８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）インフルエンザ ２）感染性胃腸炎 ３）流行性角結膜炎でした。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１２．９５人と前週（１１．５６人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は５．０３人と前週（６．０３人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は０．５６人と前週（０．００人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。

第８週報告数第３位

第８週報告数第２位

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健医療政策部感染症対策担当・
各区役所地域みまもり支援センター（福祉事務所・保健所支所） 

令和５年２月２８日作成（問合せ先）０４４－２７６－８２５０

◆ロタウイルス感染症 
◆Ｈｉｂ感染症(ヒブワクチン） 
◆小児の肺炎球菌感染症（小児用肺炎球菌ワ
クチン） 

◆B型肝炎 
◆ジフテリア、百日せき、ポリオ、破傷風 
（１期：ＤＰＴ－ＩＰＶ）、（２期：DT） 

◆結核（BCG） 
◆麻しん・風しん（MR） 
◆水痘 
◆日本脳炎 
◆ヒトパピローマウイルス感染症（子宮頸が
ん予防ワクチン） 

予防接種を受けるにあたって 

予防接種を受けるにあたっては、川崎市の予診票

を記入していただく必要があります。また、定期予

防接種を無料で受けるためには、次の条件を満たし

ていることが必要です。 

（１） 川崎市に住民登録をしていること 

（２） 受けようとする定期予防接種等の対象者に

該当していること 

（３） 川崎市内の予防接種個別協力医療機関で接

種を受けること 

問合せ先

川崎市予防接種コールセンター 
電話番号：0４４－２００－０１４２ 
受付時間：午前８時３０分から午後５時１５分まで 
月曜日から金曜日（祝日、年末年始除く） 

子どもを対象とする定期接種で 
予防できる感染症 


